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 会員の皆様 如何がお過ごしですか？この会員便りが手元に届くころには、皆さんはデンマーク

の初夏を満喫されていることでしょうね。 長ーい冬と三寒四温の言葉通りだった季節も 

ようやく終わり、春の訪れ、かと思いきや、これを書いている５月３日、今夜はユトランドでは氷点

下になるやもしれないというニュース、とっても驚いています。 花が可哀そうに、、、 

そして数日後には、庭の八重桜に、凄い！と感動しました。 沢山の花が満開です。 

それは、道明寺粉で作る桜餅の香りを連想させる、それはそれは綺麗な桃色です。 この木は 

植えてから１０年ちょっと、こんなに立派に大きくなって、見るだけで安らぎます。来年はこの八重

桜の傍で、友達を呼んで、野点をし、お花見をして楽しもうと、ひそかに誓いました。 

ごあいさつ 

戌年、嬉しいです 

 

赤柴でーす。 豆芝でーす。 

右の写真は５月１２日の今日、家のすぐそばに Fasan のメ

スがやってきて、せっせと草原の中をつついて忙しそうに食べている

のを撮りました。きっと彼女の食事の時間で、この間はオスが代わ

りに卵をあたためているのでしょう。 

左の写真は我が家の屋根の上にStrandskadeが巣を作って、

卵をあたためているところ。毎年やって来て、オスとメス、協力し

合って、外敵から卵を守り2-3羽の雛を育てて、屋根から海岸ま

で誘導していくのを見るのはとても感動的です。 左下の写真は

Wikipediaから探した Strandskadeの写真と文章です。 

我が家のもこんな感じで、雛を守り育てる親鳥の姿は、とても感

動的なものです。 

下の三枚の写真は、左から柴犬子犬、赤柴成犬、日本和風

総本家という番組に出ている黒豆柴です。 
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２０１８年 総会 

 

 

Klub Japan ２０１８年度総会  

日時 ５月２７日（日）１３時  

場所   Vesterbro Bibliotek og Kulturhus  1st 2号室  

     Lyrskovgade 4. 1758 København  

第１０回 交流の集いを記念して‼ 

今年の秋の交流の集いは、第１０回目を迎えます。 これまでも十分に楽しく和やかな交流の集い

でしたが、 

第１０回目を記念して、会員の皆様をあっと驚かせるような企画を打ち出したいと、運営委員会、

理事会では 話しています。 どんなプログラムが出来上がるか、皆さん！楽しみにしていてください。  

日付は１０月７日、日曜日、場所は、これまでと同じValby Kulturhus で、１３時から開きま

す。 

ぜひ今からカレンダーに印を入れて、当日多くの会員が参加できるように期待しています。       

* １４時からお茶の用意がありますので、その為に申込みが必要です。  

申し込み期日は５月２５日、下記のメールアドレス又は携帯番号まで申し込んで下さい。  

メール klubjapan@gmail.com   又は 電話 22 59 66 61  

 

 14時からインフォメーション会を開きます。 訪問援助、さんぽ会、交流の集いなどについて、 

知りたいことを、自由に質問できるチャンスです。 お知り合いの日本人にもお知らせください。 
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第９回 交流の集い より 

2018年3月交流の集いの感想 

「日本の歌の部」及び「三線演奏の部」 

 今回は、春の訪れ、卒業の季節、別れの季節ということで「早春賦」「翼をください」「青い山脈」「なごり雪」

「知床旅情」の５曲を選びました。当日は晴天ながらもまだまだ肌寒く、まさに「早春賦」にぴったりの日和でし

た。いつものとおり芹沢さんの先導で体をほぐして声を出す準備をし、「青い山脈」や「知床旅情」等は伴奏も聞

こえないぐらい会場いっぱいに響く声に包まれました。 

 続く三線（さんしん）演奏の時間には、趣味で三線をなさっている森勇樹さんをお迎えして、「島唄」「安里

屋ユンタ」「童神-わらびがみ-」「涙そうそう」の弾き語り、そして最後に全員で「島唄」を歌いました。 

独特のツメで弾く三本の弦から流れ出る音色と森さんの歌声に会場は静まりかえり、この演奏のためにユトランド

半島から足を運んでくださった沖縄出身の方がいらっしゃるという事実がすっかり納得できる時間となりました。貴

重な機会を作ってくださった森さんに感謝いたします。 

 森さんはウクレレも演奏されるので、デンマークにいらっしゃる間は今後の交流の集いにも参加していただく予定

ですし、できればまた三線演奏も披露していただきたいと思っているので、今回逃してしまった方は、ぜひ次の機

会はご一緒できますよう願っています。 

内容が益々充実して来た「交流の集い・日本の歌の部より」   
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第9回 交流の集い より 

先日は交流の集いに参加させていただいて、ありがとうございました。 

拙い三線の演奏でしたが、少しでも楽しんでいただけたのなら嬉しいです。 

日本からデンマークに移り住んで半年足らず、慣れないこともたくさんある中ですが、 

みなさんと歌って、お茶をして、楽しい時間を過ごせました。 

 歌うのが好きで始めた三線でしたが、デンマークに引っ越すことになって日本に置いてくることも考え

ました。しかし、こうやってみなさんに音色を聴いていただけて、持ってきてよかったな、と思います。 

 大石さん、松本さん、渡辺さんのギター演奏と、鈴木さん、芹沢さんのコーラス、そして参加された皆

さんと一緒に弾き歌えたのは、一人で歌うよりも何百倍も気持ちよく、練習の段階から本番まで、おそら

く僕が一番楽しんでました。こんな機会をいただいてありがとうございました。 

また機会があれば一緒に歌えたら嬉しいです。 

 まだまだ寒いですけど、暖かくなったら、お休みにはどこかの公園で、三線かウクレレかを弾きながら

歌ってると思いますので、お見かけになったら、お気軽にお声掛けください。そして一緒に歌いましょ

う！ 

森勇樹 

 
  会員の皆さんに限り、下記のリンクより、“KlubJapan・歌の部” による日本の歌のビデオ演奏を自宅のPCで再生鑑賞するこ   

  とが出来ます。 

 「翼をください」 のビデオ   http://www.youtube.com/watch?v=mOqwab9irC0  
 

 「知床旅情」 のビデオ    http://www.youtube.com/watch?v=hjMRQwK2T30  

 

三線を弾いてくださった森勇樹さんからいただいた当日の感想です。  

http://www.youtube.com/watch?v=mOqwab9irC0
http://www.youtube.com/watch?v=hjMRQwK2T30


 

第9回 交流の集い 「お国自慢本舗」 

５ 

3月の交流の集いで「お雑煮くらべ」をしました。 

前回3月4日の交流の集いでは、皆さんの大好きな歌と音楽のコーナーの後、「お国自慢本舗」と

称したクイズ形式のコーナーをいたしました。同じ日本人と言っても出身地によって自分が普通と

思っていた文化風習が異なったりして、面白いものですね。今回は、一年でも一番大切な行事で

あり、地方色豊かであるお正月のお雑煮をテーマに選び、皆さんにも活発に参加いただく趣向にい

たしました。 

各地の驚きのお雑煮を紹介したり、自分の家庭で食べていたお雑煮の中身を思いだしたり、異な

る出身地のみならず同じ出身地同士で比べてみたりし、最後はひっかけ問題が入ったクイズで大

いに盛り上がりました。 

個人的な感想になりますが、私も大好きな日本のお雑煮を通して参加者の皆さんと一緒に笑

い、また参加者の皆さんに教えていただくことが出来て、本当に良かったと思います。今回はただ異

なる雑煮の紹介に終始してしまった部分もありましたが、また機会があったら「食」の思い出を通し

２０１８年３月４日 於・交流の集い

お雑煮編
ご当地自慢本舗

ある人が、スーパーのレジ係が、年配の女性が購入したいくつかのビンの蓋を、すべて開けて閉め、買い物袋に入れるのを目撃して驚い

ていると、その年配女性がこうおっしゃたそうです。“一人暮らしだからね、家に帰っても、ふたを開けてくれる人がいないの。だから、いつも

開けてってお願いしているの。” ビンの蓋が開かなくて困ったことありますよね。 

お菓子屋さんでのこんなお話もありました。高齢女性が、手のひらにのる程度の小さなお菓子を、１つ持って重さを確かめ、次に２つ

持って重さを確認し、最後に“やっぱり重いから１つにしておくわ”とお菓子を１つだけ買って行かれたそうです。高齢になると重い物が持

てないと理解しているつもりだったのに、そんな少しの重さでも違いがあるのかと改めて気づいた、携帯電話を持つのを嫌がった母を思い

出した、という記事でした。 

食べ物や飲み物を載せたトレーを運べない。日本の食料品を買いすぎて重たくて持てない（特にお米、重いですよね）。素敵な洋服

を試着したいけど、背中のジッパーに手が届かない。日々の生活で思い当たることがいくつもあります。もしかしたら困っているのかなと想

像できる柔らかい気持ち、お手伝いできますかと言い出せる勇気。忙しい日々のなか、心に余裕を持つことの大事さを気付かされた記

事でした。                                                              エルケア明子 

             最近気になった“お年寄りの小さい困りごと”についての日本の新聞記事をご紹介 

て文化や時代背景なども少し掘り下げつつ皆で語り合えたら興味深いな、デンマークでの体験やデンマークに住んで日本食を作

る工夫なども参加者の皆さんに伺えたら楽しいな、などとアイデアは膨らんでいます。今後も ”お題” を変えて、またやってみたいと

思いますので、その折は皆様からの素敵な思い出話やアイデアの提供、よろしくお願いいたします。        高橋ゆり子 



会員からの記事  母の七回忌のための日本帰省 

６   

 

 

  6年振りの日本帰省なのになんだかあまり帰りたいという気持ちがわかない、やはり6年と言う長い期間を置いたためなんかしら？ 

 カストロツプ空港においても初めて旅行するみたいな変な気持ちで、なんだか落ち着き無く飛行機に乗り、私はいつもの日本行きの気持ちとはかけ

離れまま旅立ちました。 夫は私と反対に家を出る時からノリノリの楽しい気持ちで久しぶりの日本旅行を楽しみにしていると言って本当に嬉しそう。 

 成田空港に降り立ちいざ羽田行きのリムジンのチケットを買う段になり、なんと私はお金を持たずに日本の地へ降りたのだった、 

そこでちょっとした口論になりお金を落としたのではないかと⁉️隣にいた人が、私たちが訳のわからない言葉で口論始めたからそ〜っと席を離してい

なくなりました。（迷惑かけてごめんなさい） 

 幸いに夫は自分の分の日本円を持っていたので チケットは買えたけど、そこで予定の日本円半分 

なんでこんなことになったかというと、1人で持つよりは2人でお互いにお小遣いは持つそうすれば好きなものを自由に買える、でも私の日本円は自宅

に置いたままもう「とほほ」の心境でした。 

 でも私は思うほど落ち込みはなかったけど、なんで？  元々の私の計画では夫が持っていた金額だけで十分だという考えで、それでも夫の反対でそ

の倍額を持って行くことになっただけ、今年は弟の家に2週間お世話になることになっていたので、そうすれば全ては弟が出してくれるのはわかっていた

んです、私の弟はそういう人なので。 

 でもデンマーク人の夫にはそういうことがわからない。自分たちのことは自分で、家族とはいえ全てを出してもらうといういう気持ちはわからない。そうい

う日本帰省の始まりでした。 

 私には2人の弟がいて毎回日本帰省の時は気持ちよく歓迎してくれるので感謝‼ 

どこの家族もそうであろうと思います、私の家族だけが特別ではないのはわかっているけど、やはり家族というのはありがたいですよね。 

 今年の日本の3月は寒くて雨の日が多く、お彼岸の日も雨でお墓まいりも中止（私たちが着いた日にお坊さんがくる予定で私たちは待ち合わな

かった、これも私がちっとも気が進まなくて日本行きのチケットをギリギリに買ったため） 

 弟が計画してくれていた車での大分や熊本への遠出も数回に止まりました。日本一の吊り橋は私たち2人共高所恐怖症で渡る気もないので見る

だけに終わり次の目的地へGO 

 この日本帰省で初めて回転寿しを経験しました、回転寿しとは言っても回っているのはとらないで弟が色々注文してくれて美味しかった〜。 

 2週間の日本帰省は短くてあっという間に時間が過ぎて行き、姪夫婦の昔の白壁造りの町にあるブティックも訪ね、姪によるうつくしいまちも案内し

てもらい、短い日本滞在ながらも楽しい滞在になりました。 

 いつもの通りに私の姑、夫、私の家族お土産も弟が整えてくれたしで、いよいよ帰国の日が近づきという時にまず夫が風邪で体調を崩し、私も帰

国1日前に風邪で同じく不体調でも私は帰りの飛行機ではそれほど体調悪く無く、夫はまるで駄目で帰りの飛行機ではぐったりしてずっと寝て過ごし

たけど、こういう時はエコノミーの座席は狭すぎ、 

でも無事にカストロツプに着き家に帰り私は風邪を引き随分と長引きずっと寝込みということになりました。今年の風邪は悪性みたい、でも肺炎にな

らなくてよかった、私の年だと肺炎で亡くなる人も多いみたいだから。 

 日本の家屋特に九州の家屋は夏向きに出来ているので冬は寒い、部屋自体は暖かくても一旦廊下に出ると寒くて、かと言ってブルブル震えるほ

どのことではないけどその差が嫌になる。日本行きは冬も嫌夏も嫌困った事です、残るは春、秋次の帰省はいつになるのかしら⁉️ 

もう1人の弟が彼の家にも泊まるようにと言ってくれたけど、行ったり来たりするのが面倒だからやめたけど気持ちだけはありがたかった。でもいろんなとこ

ろに案内してくれて嬉しい限りでした（いつものことだけど）上げ膳据え膳の本当に贅沢な2週間の日本でした、おかげで経済的にも大助かりでし

たぁ、弟夫婦ありがとうございました 

 次に日本へ行く時はいつもの通りにホテルにします、進められても弟宅滞在は1週間かなぁ？ 

まず3週間でそのうちまず１週間は福岡次の1週間は日本国内のどこかに旅行に出かけ、残り1週間はまた福岡に戻り福岡のホテルこれが私たちの

いつもの旅行のスタイル、とても快適に自由な行動できますからね。2日だけは2人で福岡の天神に出てサバ定食（随分庶民的でしょう.これが私

達は食べたかった）を食べて満足。 

                                                                           民子 



僕の職業は「主夫」です。 

 以前は南欧に住み、会社に勤めていたのですが、妻の仕事の関係で5年程前からここデンマークに移り住みました。その後、嬉しい

ことに新しい家族にも恵まれ、徐々に生活の基盤も安定してきて、今は家事や育児で家庭を支えています。 

 日本では、ここ数年「育メン」という言葉が流行しているようです。育児に積極的に参加する夫のことを指すようですが、裏を返せ

ば、今までどれだけ世のお母さん方が育児という重労働を一人で担っていたことか。子供に付きっ切りの生活をして、初めて育児の大

変さを知りました。「子を持って知る、（母）親の恩」これに尽きます。 

 いや、人生わからないものです。 

 日本と比べると、デンマークでは元々、育児は夫婦で分担するものという意識が高いようで、平日の夕方、近所の公園や屋内のプ

レイグランドに行くと、子供と一緒に遊んでいるお父さんをよく見かけます。また、常々ここデンマークは子育てにとても優しい環境にあ

ると感じます。社会全体で育てていこう、という意識が強いのでしょう。子連れでの横断歩道では、ほぼ100%車が止まってくれます

し、交通機関では我れ先にと席を譲ってくれます。外出先でも、授乳やオムツ替えで困ることはそうそうありません。また反対に、被り

物か大嫌いの娘を、仕方なしにヘルメットなしで自転車に乗せた暁には、周りから容赦ない叱咤を受けます（笑） 

 そんなわけで、”育メン”の僕にとっては大変恵まれた環境ではある訳ですが、子育て自体が常に順風満帆かといえば、決してそうで

はありません。「寝ない、食べない、（体重が）増えない」が続いた時は、よく途方にくれたものです。”ハンガーストライキ”はお手の

物、夜泣きも酷い時は1時間毎に起こされる始末で、あやしながらネットで解決策を探し漁ったものです（結局、”時間”が解決して

くれました…）。2300gと比較的小さく生まれた娘だったので、強く育って欲しいと、必要以上に肩に力が入っていたのかもしれませ

ん。また、妻の産休が明けたばかりころは、一向に泣き止まない娘を抱っこであやしながら、窓際に立ち、妻の帰りを今か今かと待って

いた日々をとても懐かしく思い出します。 

 そんな娘は今年で3歳になりました。あの頃と比べると、格段に楽にはなりましたが、だんだんと知恵がついてきたことで、また違った大

変さを感じています。言葉や教育という観点からみても、「これで本当に良いのだろうか…？」と自問自答する毎日です。 

では、育児はそんなに辛いのか、というと、全くもってそんなことはなく、むしろこんな一番近くで娘の成長を見守っていられる環境には

感謝しかありません。主夫がこんなにも充実したものであるとは、思いもしませんでした。 

 いやはや、本当に人生わからないものです。 

いつの日か、娘に煙たがれる日が来るまでは、娘との時間を十二分に謳歌しようと心に決めている次第です。 

                                                              渡辺林太郎   

 

会員からの記事  僕の職業は「主夫」です。 

７ 



さんぽ会から 

 

クラブジャパンの皆様 

 

いかがお過ごしですか？ 

やっと暖かさが感じられる、すがすがしい新緑の季節になってまいりました！ 

里では、ぶなの森が日ごとに音をたてて葉っぱが伸びているかのよう。。。 

下地を雪のように覆う綺麗な森のアネモネの時期もあとわずかで、まさに自然の息吹を肌で感じる五月です、さあ皆さん、この季節を

逃さずお外に出ましょう！ 

という訳で、4月の第一回に続き、今年2回目散歩会のお誘いです。 

さて今回はエリアを再び北に移し、昨年の、 昔の王様癒しの町〜皇室ゆかりのリュンビュー秘境めぐり散策に続く「自然と歴史散策シ

リーズ」第二弾として、「Lyngby Amoseとプリンセスの小道～ソフィーホルムパーク」約6キロ強を歩くコースへのお誘いです。 

クラブジャパンの散歩会は、足腰元気なメンバーの方だけでなく、自信がない方にも、何とかして参加していただきたいと願っています。こ

のコースでは、最初のランチまでだけ、あるいは最後の芝生が気持ちいいパークエリアとカフェだけに参加することも十分可能と思われま

すので、駄目と言わずに是非ご検討いただきたいと思います。 

以下に詳細のご案内です； 

 

１．スケジュール他 

日時：5月30日(水曜日）、11時集合  

集合場所：ソーゲンフリ駅 

所要時間：3時間(昼食、お茶タイム含む） 

解散場所：ソフィーホルム191番バス停（リュンビュー駅直通） 

昼食：手弁当持参か、プリンセスランチ 実費（30クローネ）注文オプション 

他必須持ち物：飲み物、雨具、緊急時御花摘み対応グッズ、山間部も歩きやすい靴 

締切：5月25日（金曜日） 

 

８ 



 

さんぽ会から 

 

 
まず、集合場所Aのソーゲンフリ駅を起点に、プリンセスの小道をたどって、Lyngby Amoseとぶなの森を抜けて、Lyngby 湖に向かいま

す。ここでいうプリンセスとは、Sofie Hedevigという女性です。クリスチャン5世の娘であり、フレデリック6世の妹であった王女様で、1716

年から35年まで、フレデリクスダル城の城主でもあり、このあたりは彼女の領地だったのですね。肖像画のソフィーさんはあまり美人には見え

ないけれど、知的で素敵な王女さまだったような。ご参考までにサイト⇒http://www.thorshoj.dk/

carl_og_sophie_hedvig.htm 

９ 

スポットC:Luisekildenのあるところは一段下がって水の際に近く、ベンチが二つあるのでここでお昼のお弁当の

予定。起点から、約2キロ程度と思います。ご希望の方に会員30クローネ予定にて、この日のプリンセス企画に

ぴったりな「お洒落なプリンセスランチ」の提供を考えています。内容は未定ですが、おにぎりとか幕の内弁当的なの

は、あまりプリンセス的ではないような気がし、それよかアフタヌーンティーのイメージが合いそう、と企画者は思案中で

す。お昼ごはんのあとがメインの歩きで、暫く、ぶなの森と行者にんにくが匂う脇を歩き、馬場を抜けて、乗馬禁止の

看板のある橋を渡り、Lynby湖に出ます。細い流れがあったり、乗馬禁止の橋を渡ったり、起伏に富んだ立地で、

見るのも歩くのも面白いです。 下見をした日は、お腹が綺麗なオレンジ色の可愛いロビン、つくし、ランなどを、簡単

に見つけることができました。 その先、ソフィーホルム（美術館）パークまで、湖沿いの道で、うねうね細く歩きにくい

ので足元に注意がいりますが、上がったり下がったり、かいま見える湖の景色も楽しいです。 

スポットB 

スポットC 

ちなみに、其の後のフレデリクスダル城はというと、大きな変化はフレデリック六世の手に渡った後のこと。

「親友の君に、城をあげよう！」 と言ったかどうかは知らないが、王から友人の Johan Sigsmund 

Schulinさんに、 1743年12月30日、 新年のギフトとして贈られたそうです。お歳暮とかお年賀が、お

城だった訳です。。。それ以来、城は現在も同じSchulin一族によって守られているそうで、これぞ金持

ちが金持ちになる構図でございましょうか。普通人の私らは、プリンスの小道の道すがらにある、スポットB

の樹齢850年の神様のような樫の木に詣でて、健康と長寿のお祈りでもいたしましょう。Prinsess 

Stien と Lyngby Amose の参考サイト⇒http://www.ltk.dk/prinsessestien  Klostocks 

Egでお参りしたら次はルイーゼの井戸（源泉）、フレデリクスダル城何代目かの城主ソフィー

（Schulinファミリー）さんが、妹さんの死を悼んで建てたとのことで、追悼の歌碑になっているようです。 

そういえば、途中にSneglebjerget という看板があったような。くねくねした湖畔の道を、気を付けて、ゆっくりゆっくり歩くさまは、カタツムリみた

いですね。その先に、屋外アートの白い階段、ノルウェーハウスが見えてくると、もうソフィーホルムパークです。 

ところで、、、お気づきの通り、ソフィーホルムでまたソフィーさんが出てきちゃいます。これまで出てきた王女ソフィーあるいはSchulin家のソフィー

さんとは別人のホルムファミリーのソフィーさんということで、もう私などは頭がごちゃごちゃになってしまいます。 

興味ある方は、参考にしてください⇒http://www.sophienholm.dk/side.asp?ID=30  

http://www.thorshoj.dk/carl_og_sophie_hedvig.htm
http://www.thorshoj.dk/carl_og_sophie_hedvig.htm
http://www.ltk.dk/prinsessestien
http://www.sophienholm.dk/side.asp?ID=30


さんぽ会から 

 

D:ノルウェーハウス 芸術家たちが 市に寄贈をしたものだそうです。窓越しに不思議な家の

中が見えるので、忘れず覗いてみましょう。この並木まで来たら、その先は、美術館の手入れ

された気持ちのよい庭です。暖かければ、カフェの外でお茶タイム〜♪といってみたいと思いま

す。 芝生でもっとくつろぎたい方は、延長して長居してくださいね。  

E:ソフィーホルムパーク散策〜カフェ休憩でゆっくりと楽しんだら、F：解散場所バス停でお別れ。電車を利用の方は、ここから191

番バスにて首相官邸を眺めながら、カヌー場脇を通り、リュンビュー駅までローカルバスの旅です。バスの時間は、毎時、26分、56

分の2本です。  

締め切りは、25日 で、本散歩会へのお申し込みは、satsuky.noda@gmail.com までメールでお願いします。 お弁当付き

参加が殺到した場合は、早めに締切る可能性があります）。 

尚、お友達の参加も受け付けますが、非会員の方がランチを希望した場合は、2倍の金額（非会員差額をカフェフィーに充当）に

なりますので、合わせてご了承ください。 

皆様の参加を心待ちにしています！  

山里コース係  野田  

E:ソフィーホルムパーク散策 
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Klub Japan 年会費 100kr              連絡電話： +45  22 59  66 61  

ホームページ  www. Klubjapan.dk                  メール ：klubjapan@gmail.com 

Facebook   Klub Japan (Forening af japanske seniorer i Danmark) 

Klub Japan からの お知らせ 

         

            Klub Japanでは ユトランド＆フュンで 交流の集いを始めます 

 Klub Japanの活動を ユトランド＆フュンにお住いの日本人を対象に広めていく考えです。 まず最初の一歩として、 

今回は 6月17日（日） オーフースで 第1回目交流の集いを開きます。 参加費は無料です。  

 ユトランド＆フュンに住んでいらっしゃるお友達が居ましたら、ぜひこのことをお知らせしてください。   

 詳細はKlub Japanのホームページ  klubjapan.dk あるいは Facebook からも Klub Japan で検索できま

す。 日本人会のホームページにもお知らせとして載せていただいています。 

 日曜日の午後のひと時を、 懐かしい日本の歌を歌い、認知症のお話を聞き、これからユトランド＆フュンでどんな活動

ができるか説明会、 最後に 和やかなしゃべりを楽しみながらのお茶の時間を という趣向です。 

                                       Klub Japan 交流の集い運営部        
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どなたか 月に1回 訪問ボランティアのお手伝いをしてくれませんか？ 

コペンハーゲン近郊に住む高齢者が、一人で歩いて買い物に行くことができないので、訪問

援助のボランティアをしてくれる方をとても必要としています。 

月に1回だけ、買い物をして、届けた時に30分程度の話相手になって、楽しい会話時間を

持つ、そんなボランティアで、1時間程度の訪問援助ができる方、ぜひ連絡ください。 

連絡先２２５９６６６１ 又は klubjapan.gmail.com 

* ボランティアの交通費は Klub Japan から お支払いします。 


